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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 

第22期

第３四半期連結

累計期間

第23期

第３四半期連結

累計期間

第22期

会計期間 
自 平成23年２月１日

至 平成23年10月31日

自 平成24年２月１日

至 平成24年10月31日

自 平成23年２月１日

至 平成24年１月31日

売上高 （千円） 3,010,047 2,926,800 3,634,323

経常利益 （千円） 266,668 129,566 197,388

四半期（当期）純利益 （千円） 143,976 66,488 96,233

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 153,242 75,072 106,901

純資産額　　　　　　　 （千円） 1,217,546 1,215,190 1,171,204

総資産額　　　　　　　 （千円） 4,054,093 4,411,941 3,833,274

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 35.87 16.56 23.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 35.66 16.49 23.82

自己資本比率 （％） 29.6 27.1 30.1

　

回次 

第22期

第３四半期連結

会計期間

第23期

第３四半期連結

会計期間

会計期間 
自 平成23年８月１日

至 平成23年10月31日

自 平成24年８月１日

至 平成24年10月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額 (△)
（円） △2.65 19.39

　（注）1．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　　2．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　3．第22期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業

会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

  また、主要な関係会社における異動もありません。  
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の復興関連需要等により内需産業の回復傾向は

見られるものの、欧州債務問題の影響、アジア近隣諸国との関係悪化、円高の長期化等、依然として先行き不透明な

状況が続いております。

　当社グループが属する分譲マンション業界におきましては、底堅い住宅需要と需給バランスの改善により、市況は

概ね回復基調にあり、特に当社グループの事業基盤である福岡都市圏では、好調な販売状況が続き、着工件数も増加

しております。

　このような事業環境のもと、当社グループは、ファミリーマンション２棟の完成に伴う引渡しを行い、福岡市及び

熊本市での新規開発を進める一方、資産運用型マンションの開発・販売等を継続して行いました。

　この結果、売上高 2,926,800千円（前年同期比2.8％減）、営業利益 151,839千円（前年同期比43.0％減）、経常利

益 129,566千円（前年同期比51.4％減）、四半期純利益 66,488千円（前年同期比53.8％減）となりました。

　

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

① ファミリーマンション販売事業

　福岡市で２棟36戸（グランフォーレ室見リバーコート、グランフォーレ西公園ザ・パークサイド）の引渡しを完

了したほか、東京都の物件（グランフォーレ竹ノ塚）及び中古物件を含め合計48戸を引渡しました。また、当連結

会計年度中に福岡市で完成予定の１棟44戸（グランフォーレ南福岡）及び翌連結会計年度に熊本市で完成予定の

１棟31戸（グランフォーレ九品寺テラス）は全戸契約を完了しております。この結果、売上高 1,550,428千円（前

年同期比15.4％増）、セグメント利益 126,035千円（前年同期比21.6％減）となりました。

② 資産運用型マンション販売事業

　前連結会計年度より引き続き２物件（グランフォーレラグゼ平尾、グランフォーレプライム平尾）の販売を行い

63戸を引渡したほか、中古物件を含め合計101戸を引渡しました。この結果、売上高 1,254,788千円（前年同期比

18.1％減）、セグメント利益 134,583千円（前年同期比29.8％減）となりました。

③ 不動産賃貸管理事業

　管理戸数は 1,569戸となり、入居率も高水準で推移いたしました。この結果、売上高 112,575千円（前年同期比

10.9％増）、セグメント利益 51,785千円（前年同期比70.9％増）となりました。

④ その他の事業

　不動産売買の仲介業及びコンサルティング業を行った結果、売上高 9,007千円（前年同期比72.8％減）、セグメ

ント利益 6,968千円（前年同期比73.3％減）となりました。　

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更は

ありません。

（3）研究開発活動

該当事項はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年10月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成24年12月13日）

上場金融商品取引所名又は登

録認可金融商品取引業協会名
内容

普通株式 4,184,000 4,184,000

大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

福岡証券取引所

単元株式数100株

計 4,184,000 4,184,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。  

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成24年８月１日～

平成24年10月31日 
－ 4,184,000 － 338,000 － 207,000

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　

EDINET提出書類

株式会社コーセーアールイー(E04075)

四半期報告書

 4/15



（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿が確認できないため、記載すること

ができないことから、直前の基準日（平成24年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成24年10月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   　 169,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式    4,014,400 40,144 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 4,184,000 － －

総株主の議決権 － 40,144 －

②【自己株式等】 

 平成24年10月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
 自己名義所有
 株式数（株）

 他人名義所有
 株式数（株）

 所有株式数の
 合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社コーセー

アールイー

福岡市中央区赤坂

１丁目15－30
169,600 － 169,600 4.05

計 － 169,600 － 169,600 4.05

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第３四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　（退任役員）

　役名 　職名 　氏名 　退任年月日

　常務取締役 　事業部長 　青木　孝彦 　平成24年10月31日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年８月１日から平成

24年10月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年２月１日から平成24年10月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年１月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 870,006 1,472,934

売掛金（純額） ※1
 1,597

※1
 1,662

販売用不動産 1,610,932 740,350

仕掛販売用不動産 1,032,322 1,890,424

その他 ※1
 90,760

※1
 72,894

流動資産合計 3,605,619 4,178,266

固定資産

有形固定資産 179,299 175,414

無形固定資産 1,586 1,493

投資その他の資産 ※1
 46,767

※1
 56,766

固定資産合計 227,654 233,674

資産合計 3,833,274 4,411,941

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 306,149 247,554

短期借入金 210,885 1,070,633

1年内返済予定の長期借入金 ※2
 779,549

※2
 795,680

未払法人税等 35,666 13,621

賞与引当金 7,926 15,089

その他の引当金 22,507 16,008

その他 256,841 322,350

流動負債合計 1,619,524 2,480,937

固定負債

社債 － 200,000

長期借入金 ※2
 1,004,530

※2
 478,155

長期預り敷金 36,353 35,784

その他 1,661 1,873

固定負債合計 1,042,544 715,813

負債合計 2,662,069 3,196,750

純資産の部

株主資本

資本金 338,000 338,000

資本剰余金 212,744 212,744

利益剰余金 625,846 668,249

自己株式 △24,278 △24,278

株主資本合計 1,152,312 1,194,714

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 559 1,972

その他の包括利益累計額合計 559 1,972

少数株主持分 18,332 18,503

純資産合計 1,171,204 1,215,190

負債純資産合計 3,833,274 4,411,941
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年２月１日
　至　平成23年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年２月１日
　至　平成24年10月31日)

売上高 3,010,047 2,926,800

売上原価 2,079,766 2,044,661

売上総利益 930,280 882,139

販売費及び一般管理費 663,980 730,299

営業利益 266,300 151,839

営業外収益

受取家賃 32,733 22,875

受取手数料 8,398 8,208

その他 5,173 10,138

営業外収益合計 46,305 41,221

営業外費用

支払利息 38,586 42,728

株式公開費用 － 11,139

その他 7,350 9,626

営業外費用合計 45,936 63,493

経常利益 266,668 129,566

特別利益

負ののれん発生益 874 －

特別利益合計 874 －

特別損失

固定資産除却損 1,749 －

特別損失合計 1,749 －

税金等調整前四半期純利益 265,794 129,566

法人税、住民税及び事業税 83,087 50,042

法人税等調整額 29,898 5,864

法人税等合計 112,985 55,906

少数株主損益調整前四半期純利益 152,808 73,660

少数株主利益 8,832 7,171

四半期純利益 143,976 66,488
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年２月１日
　至　平成23年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年２月１日
　至　平成24年10月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 152,808 73,660

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 434 1,412

その他の包括利益合計 434 1,412

四半期包括利益 153,242 75,072

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 144,410 67,901

少数株主に係る四半期包括利益 8,832 7,171
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年２月１日
至　平成24年10月31日）

　(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成24年１月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成24年10月31日）

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額． ※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額
　
流動資産 190 千円

投資その他の資産 2,717 千円
　

　
流動資産 80 千円

投資その他の資産 2,554 千円
 

※２．財務制限条項

以下の借入金に関して、次のとおり確約しており、確

約内容に反した場合は、当該債務について期限の利益

を喪失する可能性があります。
　

※２．財務制限条項 

  以下の借入金に関して、次のとおり確約しており、確

約内容に反した場合は、当該債務について期限の利益

を喪失する可能性があります。
　

（借入金） （借入金）

 １年内返済予定の長期借入金 46,680 千円

 長期借入金 149,980 

 計 196,660 
　

 １年内返済予定の長期借入金 46,680 千円

 長期借入金 114,970 

 計 161,650 
　

（確約内容）

① 各年度の決算期末において、純資産額が900,000

千円以下にならないこと。

（確約内容）

① 各年度の決算期末において、純資産額が900,000

千円以下にならないこと。

② 借入先金融機関の事前承認なく第三者（当社の

代表者、子会社等を含む。）に対し211,700千円を

超える貸付け、出資、保証を行わないこと。
 

② 借入先金融機関の事前承認なく第三者（当社の

代表者、子会社等を含む。）に対し211,700千円を

超える貸付け、出資、保証を行わないこと。
 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間に係る四

半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（の

れんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年２月１日
至　平成24年10月31日）

減価償却費 4,846千円 減価償却費 4,158千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年２月１日　至　平成23年10月31日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月27日

定時株主総会
普通株式 24,0861,200平成23年１月31日平成23年４月28日利益剰余金

　　（注）１株当たり配当額は、株式分割（平成23年８月１日、１株につき200株）が行われる前の数値で表示しておりま

す。　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年２月１日　至　平成24年10月31日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年４月26日

定時株主総会
普通株式 24,086 6平成24年１月31日平成24年４月27日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年２月１日　至　平成23年10月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

　

　報告セグメント
その他
（注）1

合計
調整額

 （注）2

四半期連結
損益計算書
計上額

 （注）3

ファミリー
マンション
販売事業

資産運用型
マンション
販売事業

不動産賃貸
管理事業

計

売上高                                 

(1）外部顧客への

売上高
1,342,9831,532,421101,4952,976,89933,1473,010,047－ 3,010,047

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － 64 64 694 758 △758 －

計 1,342,9831,532,421101,5592,976,96433,8413,010,805△7583,010,047

セグメント利益 160,686191,82730,306382,81926,099408,919△142,619266,300

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、仲介業、販売代理業及びコンサル

ティング業を含んでおります。　

　　　2．セグメント利益の調整額△142,619千円には、セグメント間取引消去△758千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△141,861千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

　　　3．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年２月１日　至　平成24年10月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

　

　報告セグメント
その他
（注）1

合計
調整額

 （注）2

四半期連結
損益計算書
計上額

 （注）3

ファミリー
マンション
販売事業

資産運用型
マンション
販売事業

不動産賃貸
管理事業

計

売上高                                 

(1）外部顧客への

売上高
1,550,4281,254,788112,5752,917,7929,0072,926,800－ 2,926,800

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － 180 180 － 180 △180 －

計 1,550,4281,254,788112,7562,917,9739,0072,926,980△1802,926,800

セグメント利益 126,035134,58351,785312,4036,968319,372△167,533151,839

（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、仲介業及びコンサルティング業を

含んでおります。　

　　　2．セグメント利益の調整額△167,533千円には、セグメント間取引消去△180千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△167,353千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

　　　3．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年２月１日
至　平成24年10月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 35円87銭 16円56銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 143,976 66,488

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 143,976 66,488

普通株式の期中平均株式数（株） 4,014,400 4,014,400

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 35円66銭 16円49銭

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 23,057 16,533

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年12月12日

株式会社コーセーアールイー

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 青野　 弘　 　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 工藤　重之　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コーセー

アールイーの平成24年２月１日から平成25年１月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年８月１

日から平成24年10月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年２月１日から平成24年10月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コーセーアールイー及び連結子会社の平成24年10月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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